
(57)【要約】

【課題】難しい加工を行うことなく，低コストでワイヤ

の操作性を向上させることができる内視鏡を提供する。

【解決手段】処置具の方向を変えるための処置具起立台

１５を先端部２ａに備えた内視鏡において，前記処置具

起立台１５を操作するためのワイヤ４０を備え，前記ワ

イヤ４０を進退させることにより，前記処置具起立台１

５の起立角度を調節する構成とし，前記先端部２ａに，

前記ワイヤ４０を挿通させるガイド孔５０が設けられ，

前記ガイド孔５０に，前記ワイヤ４０を挿通させるチュ

ーブ５１の先端部が接続され，前記チューブ５１の先端

部の内面にコイルバネ５３が設けられ，前記ガイド孔５

０の内径は，前記コイルバネ５３の内径より大きく形成

されることとした。

【選択図】　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
処 置 具 の 方 向 を 変 え る た め の 処 置 具 起 立 台 を 先 端 部 に 備 え た 内 視 鏡 で あ っ て ，
　 前 記 処 置 具 起 立 台 を 操 作 す る た め の ワ イ ヤ を 備 え ， 前 記 ワ イ ヤ を 進 退 さ せ る こ と に よ り
， 前 記 処 置 具 起 立 台 の 起 立 角 度 を 調 節 す る 構 成 と し ，
　 前 記 先 端 部 に ， 前 記 ワ イ ヤ を 挿 通 さ せ る ガ イ ド 孔 が 設 け ら れ ，
　 前 記 ガ イ ド 孔 に ， 前 記 ワ イ ヤ を 挿 通 さ せ る チ ュ ー ブ の 先 端 部 が 接 続 さ れ ，
　 前 記 チ ュ ー ブ の 先 端 部 の 内 面 に コ イ ル バ ネ が 設 け ら れ ，
　 前 記 ガ イ ド 孔 の 内 径 は ， 前 記 コ イ ル バ ネ の 内 径 よ り 大 き く 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る
， 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 処 置 具 起 立 台 と 一 体 的 に 回 転 す る レ バ ー を 備 え ， 前 記 レ バ ー に ワ イ ヤ の 先 端 が 接 続 さ
れ た こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ガ イ ド 孔 は ， 開 口 端 部 か ら 内 部 に 向 か う に 従 い 径 が 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ワ イ ヤ は ， 前 記 コ イ ル バ ネ の 内 面 に 接 触 す る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ ， ２ 又 は ３
に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ， 先 端 部 か ら 突 出 さ れ る 処 置 具 類 の 突 出 方 向 を 変 え る た め の 処 置 具 起 立 台 を 有
す る 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に ， 医 療 用 の 内 視 鏡 は ， 患 者 の 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 い 挿 入 部 と ， 操 作 部 と に よ
っ て 構 成 さ れ て い る 。 挿 入 部 の 先 端 部 に は 撮 像 手 段 や 照 明 手 段 が 設 け ら れ て お り ， さ ら に
， 先 端 部 か ら 鉗 子 等 の 処 置 具 を 突 出 さ せ ， 体 腔 内 に お い て 様 々 な 処 置 を 行 う こ と が で き る
構 成 に な っ て い る 。 こ の よ う な 処 置 具 は ， 挿 入 部 内 に 挿 通 さ れ ， 先 端 部 側 面 に 設 け ら れ た
開 口 か ら 突 出 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た ， 先 端 部 に お い て ， 処 置 具 は 開 口 内 部 に 設 け
ら れ た 処 置 具 起 立 台 に よ っ て 支 持 さ れ て お り ， 処 置 具 起 立 台 の 起 立 角 度 を 調 節 す る こ と に
よ り ， 処 置 具 の 突 出 方 向 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 処 置 具 起 立 台 の 角 度 は ， 挿 入 部 内 に
挿 通 さ れ た ワ イ ヤ を 進 退 操 作 す る こ と で 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 ， こ の よ う な 内 視 鏡 と し て ， 例 え ば ， 先 端 部 の 基 端 側 か ら ワ イ ヤ を 延 設 し ， ワ イ ヤ
の 先 端 を 処 置 具 起 立 台 の 側 面 に 取 り 付 け た 構 成 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば ， 特 許 文 献 １ 参 照
） 。 ま た ， 処 置 具 起 立 台 の 側 方 に ， 処 置 具 起 立 台 と 一 体 的 に 回 転 す る レ バ ー を 備 え ， こ の
レ バ ー に ワ イ ヤ の 先 端 を 取 り 付 け た 構 成 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば ， 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
ま た ， ワ イ ヤ を レ バ ー 側 に ガ イ ド す る ガ イ ド 孔 を 設 け ， さ ら に ガ イ ド 孔 の 内 側 の 端 部 に ワ
イ ヤ の 逃 げ 溝 を 設 け ， ワ イ ヤ が ガ イ ド 孔 の 端 部 と 接 触 し な い よ う に し て ， ワ イ ヤ の 操 作 性
を 向 上 さ せ る よ う に し た 構 成 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば ， 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ １ ８ ０ １ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － ５ ６ ９ ０ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ７ ５ ８ ６ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら ， 従 来 の 内 視 鏡 に あ っ て は ， ワ イ ヤ が ガ イ ド 孔 の 開 口 端 部 に 接 触 し て ， ワ
イ ヤ の 操 作 性 が 悪 く な る 問 題 や ， ワ イ ヤ が 損 傷 す る 問 題 が あ っ た 。 ま た ， ガ イ ド 孔 の 内 側
の 端 部 に ワ イ ヤ の 逃 げ 溝 を 設 け た 場 合 も ， 逃 げ 溝 の 周 縁 部 に ワ イ ヤ が 接 触 す る 問 題 が あ っ
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た 。 そ の よ う な 問 題 を 解 決 す る べ く ， ガ イ ド 孔 や 逃 げ 溝 の 周 縁 部 に 丸 み を 付 け る 加 工 を 施
す こ と が 考 え ら れ る が ， こ の 場 合 ， 加 工 が 難 し く ， 高 価 な 部 品 に な っ て し ま う 問 題 が あ っ
た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は ， 難 し い 加 工 を 行 う こ と な く ， 低 コ ス ト で ワ イ ヤ の 操 作 性 を 向 上 さ せ る
こ と が で き る 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に ， 本 発 明 に よ れ ば ， 処 置 具 の 方 向 を 変 え る た め の 処 置 具 起 立
台 を 先 端 部 に 備 え た 内 視 鏡 で あ っ て ， 前 記 処 置 具 起 立 台 を 操 作 す る た め の ワ イ ヤ を 備 え ，
前 記 ワ イ ヤ を 進 退 さ せ る こ と に よ り ， 前 記 処 置 具 起 立 台 の 起 立 角 度 を 調 節 す る 構 成 と し ，
前 記 先 端 部 に ， 前 記 ワ イ ヤ を 挿 通 さ せ る ガ イ ド 孔 が 設 け ら れ ， 前 記 ガ イ ド 孔 に ， 前 記 ワ イ
ヤ を 挿 通 さ せ る チ ュ ー ブ の 先 端 部 が 接 続 さ れ ， 前 記 チ ュ ー ブ の 先 端 部 の 内 面 に コ イ ル バ ネ
が 設 け ら れ ， 前 記 ガ イ ド 孔 の 内 径 は ， 前 記 コ イ ル バ ネ の 内 径 よ り 大 き く 形 成 さ れ た こ と を
特 徴 と す る ， 内 視 鏡 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 に あ っ て は ， 前 記 処 置 具 起 立 台 と 一 体 的 に 回 転 す る レ バ ー を 備 え ， 前 記 レ バ ー
に ワ イ ヤ の 先 端 が 接 続 さ れ た 構 成 と し て も 良 い 。 さ ら に ， 前 記 ガ イ ド 孔 は ， 開 口 端 部 か ら
内 部 に 向 か う に 従 い 径 が 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と と し て も 良 い 。 ま た ， 前 記
ワ イ ヤ は ， 前 記 コ イ ル バ ネ の 内 面 に 接 触 す る こ と と し て も 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば ， ガ イ ド 孔 の 内 径 が コ イ ル バ ネ の 内 径 よ り も 大 き く な っ て い る た め ， ワ
イ ヤ を ガ イ ド 孔 内 で 進 退 さ せ る と き ， ワ イ ヤ が ガ イ ド 孔 に 接 触 す る こ と を 防 止 で き ， ワ イ
ヤ を 円 滑 に 進 退 さ せ る こ と が で き る 。 ま た ， チ ュ ー ブ の 内 面 に 設 け た コ イ ル バ ネ に ワ イ ヤ
が 接 触 し て も ， コ イ ル バ ネ の 内 面 は 曲 面 状 で あ る た め ， ワ イ ヤ の 動 き が 妨 げ ら れ る こ と は
無 く ， ワ イ ヤ を 円 滑 に 動 か す こ と が で き る 。 従 っ て ， ガ イ ド 孔 の 周 縁 部 に 丸 み を 付 け る と
い っ た 難 し い 加 工 を 行 う こ と な く ， 低 コ ス ト で ワ イ ヤ の 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る
。 ま た ， ワ イ ヤ が 損 傷 す る こ と を 防 止 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 ， 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を ， 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ に 示 す よ う に ， 本 発
明 に か か る 内 視 鏡 １ は ， 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 い 挿 入 部 ２ と ， 挿 入 部 ２ の 基 端 に 接 続 さ
れ た 操 作 部 ３ と ， 操 作 部 ３ か ら 引 出 さ れ 光 源 お よ び 電 源 に 接 続 さ れ た コ ー ド 部 ４ と に よ っ
て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 挿 入 部 ２ は ， 体 腔 内 を 観 察 す る た め の 光 学 系 を 備 え た 先 端 部 ２ ａ と ， 湾 曲 方 向 を 操 作 す
る こ と が で き る 湾 曲 部 ２ ｂ と ， 操 作 部 ３ に 連 結 さ れ た 軟 性 部 ２ ｃ に よ っ て 構 成 さ れ て い る
。 先 端 部 ２ ａ は 湾 曲 部 ２ ｂ の 先 端 に 取 り 付 け ら れ て お り ， 湾 曲 部 ２ ｂ の 基 端 は 軟 性 部 ２ ｃ
の 先 端 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に ， 先 端 部 ２ ａ は ， 先 端 部 本 体 ７ を 備 え て お り ， 先 端 部 本 体 ７ に は ， 絶
縁 や 気 密 状 態 確 保 な ど の 目 的 で キ ャ ッ プ ８ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 キ ャ ッ プ ８ に は ， 開 口 １ ４ が 形 成 さ れ て お り ， 先 端 部 本 体 ７ の 一 側 面 が 露 出 さ れ て い る
。 こ の 開 口 １ ４ に よ っ て 露 出 さ れ た 先 端 部 本 体 ７ の 一 側 面 に は ， 観 察 対 象 物 を 照 明 す る 照
明 光 を 照 射 す る 照 明 窓 １ ０ と ， 観 察 対 象 物 か ら の 反 射 光 を 取 入 れ る 観 察 窓 １ １ と が ， 先 端
部 本 体 ７ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 並 べ て 設 け ら れ て い る 。 先 端 部 本 体 ７ の 側 面 に お い て ， 照 明
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窓 １ ０ 及 び 観 察 窓 １ １ の 隣 に は ， 鉗 子 等 の 各 種 処 置 具 １ ２ を 先 端 部 ２ ａ の 側 方 に 向 け て 突
出 さ せ る た め の 開 口 １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 な お ， 以 下 で は 説 明 の 便 宜 の た め ， 先 端 部 本
体 ７ に お い て 照 明 窓 １ ０ ， 観 察 窓 １ １ ， 及 び 開 口 １ ３ が 形 成 さ れ た 側 を 上 側 と し て 説 明 す
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 先 端 部 本 体 ７ に は ， 図 示 は し な い が ， 照 明 窓 １ ０ に 接 続 さ れ た 光 伝 送 路 と ， 観 察 窓 １ １
に 接 続 さ れ ， 撮 像 素 子 等 を 備 え た 観 察 光 学 系 と が 内 蔵 さ れ て い る 。 光 伝 送 路 に は ， 前 述 し
た 挿 入 部 ２ の 湾 曲 部 ２ ｂ 及 び 軟 性 部 ２ ｃ 内 に 挿 通 さ れ た ， 照 明 光 を 供 給 す る た め の ラ イ ト
ガ イ ド が 接 続 さ れ て お り ， 観 察 光 学 系 に は ， 湾 曲 部 ２ ｂ 及 び 軟 性 部 ２ ｃ 内 に 挿 通 さ れ た 信
号 ケ ー ブ ル が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 開 口 １ ３ の 内 側 に は ， 処 置 具 の 方 向 を 変 え る た め の 処 置 具 起 立 台 １ ５ が 備 え ら れ て い る
。 処 置 具 １ ２ は ， 前 述 し た 挿 入 部 ２ の 湾 曲 部 ２ ｂ 及 び 軟 性 部 ２ ｃ 内 に 挿 通 さ れ た 処 置 具 チ
ャ ン ネ ル （ 図 示 せ ず ） 内 を 通 じ て ， 処 置 具 起 立 台 １ ５ の 外 側 に 導 出 さ れ ， 開 口 １ ３ か ら 突
出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ は ， 先 端 部 本 体 ７ に お い て 開 口 １ ３ 及 び 処 置 具 起 立 台 １ ５ が 配 置 さ れ た 部 分 を 示 し
た 断 面 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に ， 先 端 部 本 体 ７ に は ， 処 置 具 起 立 台 １ ５ が 配 置 さ れ た
溝 部 ３ １ が 形 成 さ れ て お り ， 溝 部 ３ １ の 上 端 部 が 開 口 １ ３ に な っ て い る 。 処 置 具 起 立 台 １
５ は ， こ の 溝 部 ３ １ の 内 部 に お い て ， 先 端 部 本 体 ７ の 先 端 側 と 基 端 側 と の 間 で 揺 動 す る よ
う に な っ て い る 。 ま た ， 処 置 具 起 立 台 １ ５ 及 び 溝 部 ３ １ の 側 方 に は ， 処 置 具 起 立 台 １ ５ と
一 体 的 に 回 転 す る レ バ ー ３ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 レ バ ー ３ ２ は ， 先 端 部 本 体 ７ に お い て ，
溝 部 ３ １ の 側 方 に 設 け ら れ た 駆 動 室 ３ ３ の 内 部 に 配 置 さ れ て い る 。 溝 部 ３ １ と 駆 動 室 ３ ３
と の 間 に は ， 壁 部 ３ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 処 置 具 起 立 台 １ ５ と レ バ ー ３ ２ は ， 軸 ３ ６ を 介 し て 連 結 さ れ て い る 。 軸 ３ ６ は ， 壁 部 ３
５ の 下 部 を 貫 通 す る よ う に ， ま た ， 先 端 部 ２ ａ の 長 手 方 向 （ 図 ３ に お い て 手 前 側 か ら 後 側
に 向 か う 方 向 ） に 対 し て 略 垂 直 に 設 け ら れ て い る 。 軸 ３ ６ の 一 端 に は ， 処 置 具 起 立 台 １ ５
の 下 端 部 が 固 定 さ れ て お り ， 軸 ３ ６ の 他 端 に は ， レ バ ー ３ ２ の 下 端 部 が 固 定 さ れ て い る 。
こ れ に よ り ， レ バ ー ３ ２ を 軸 ３ ６ の 上 方 に お い て 軸 ３ ６ を 中 心 と し て 回 転 さ せ る と ， レ バ
ー ３ ２ の 回 転 に 伴 っ て ， 処 置 具 起 立 台 １ ５ が 軸 ３ ６ の 上 方 に お い て 軸 ３ ６ を 中 心 と し て 一
体 的 に 回 転 し ， 処 置 具 起 立 台 １ ５ の 起 立 角 度 が 変 化 す る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ は ， レ バ ー ３ ２ の 上 端 部 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ に 示 す よ う に ， レ バ ー ３ ２ の
上 端 部 に は ， 処 置 具 起 立 台 １ ５ を 操 作 す る た め の ワ イ ヤ ４ ０ の 先 端 が 取 り 付 け ら れ た ピ ン
４ １ と ， ピ ン ４ １ が 通 さ れ た 孔 ４ ２ が 設 け ら れ ， さ ら に ， ワ イ ヤ ４ ０ を 移 動 さ せ る た め の
溝 ４ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 ピ ン ４ １ と 孔 ４ ２ は ， レ バ ー ３ ２ の 長 手 方 向 に 対 し て 略 垂 直 に
設 け ら れ て お り ， ピ ン ４ １ は 孔 ４ ２ 内 で 回 転 可 能 に な っ て い る 。 溝 ４ ３ は ， レ バ ー ３ ２ の
回 転 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ ， レ バ ー ３ ２ の 上 端 部 外 周 面 か ら 孔 ４ ２ の 内 面 ま で 開 口 し て い
る 。 ワ イ ヤ ４ ０ の 先 端 は ， 溝 ４ ３ を 通 っ て ピ ン ４ １ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 即 ち ， ワ イ ヤ
４ ０ の 先 端 は レ バ ー ３ ２ に 対 し て 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 図 ５ に 示 す よ う に ， ワ
イ ヤ ４ ０ を 進 退 さ せ る と ， ワ イ ヤ ４ ０ が 溝 ４ ３ に 沿 っ て 移 動 し な が ら ピ ン ４ １ を 移 動 さ せ
， ピ ン ４ １ の 移 動 に 伴 い ， レ バ ー ３ ２ が ピ ン ４ １ に 対 し て 相 対 的 に 回 転 し な が ら 移 動 す る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ５ は ， 図 ３ に 示 し た Ａ － Ａ 線 に よ る 先 端 部 本 体 ７ の 断 面 図 で あ る 。 図 ５ に 示 す よ う に
， 先 端 部 本 体 ７ に は ， ワ イ ヤ ４ ０ を 挿 通 さ せ る ガ イ ド 孔 ５ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 ガ イ ド 孔
５ ０ の 開 口 端 部 （ 図 ５ で は ガ イ ド 孔 ５ ０ の 左 端 部 ） に は ， 前 述 し た 挿 入 部 ２ の 湾 曲 部 ２ ｂ
及 び 軟 性 部 ２ ｃ 内 に 挿 通 さ れ た チ ュ ー ブ （ ワ イ ヤ ガ イ ド ） ５ １ の 先 端 部 が 接 続 さ れ て い る
。 一 方 ， ガ イ ド 孔 ５ ０ の 他 端 部 （ ガ イ ド 孔 ５ ０ の 開 口 端 部 と は 反 対 側 の 端 部 ） は ， 駆 動 部

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-348896 A 2005.12.22



３ ３ に 開 口 し て い る 。 ワ イ ヤ ４ ０ は ， チ ュ ー ブ ５ １ 内 に 挿 通 さ れ ， ガ イ ド 穴 ５ ０ を 通 じ て
， 駆 動 室 ３ ３ の 基 端 側 に 導 出 さ れ ， ワ イ ヤ ４ ０ の 先 端 が レ バ ー ３ ２ の 上 端 部 に 連 結 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 チ ュ ー ブ ５ １ に は ， チ ュ ー ブ ５ １ の 内 面 に 沿 っ て ， コ イ ル バ ネ ５ ３ が 備 え ら れ て い る 。
こ の コ イ ル バ ネ ５ ３ は ， 断 面 が 略 円 形 状 の 線 材 を 螺 旋 状 に 形 成 し た も の で あ る 。 ま た ， コ
イ ル バ ネ ５ ３ は ， 外 側 を チ ュ ー ブ ５ １ の 内 面 に 密 着 さ せ る よ う に 備 え ら れ て お り ， チ ュ ー
ブ ５ １ の 先 端 部 ま で 設 け ら れ て い る 。 ワ イ ヤ ４ ０ は ， コ イ ル バ ネ ５ ３ の 内 側 に 挿 通 さ れ て
お り ， チ ュ ー ブ ５ １ の 内 面 に は 接 触 し な い よ う に な っ て い る 。 こ の よ う に チ ュ ー ブ ５ １ の
内 面 に コ イ ル バ ネ ５ ３ が 設 け ら れ て い る こ と に よ り ， チ ュ ー ブ ５ １ が 補 強 さ れ ， ワ イ ヤ ４
０ の 進 退 に よ っ て レ バ ー ３ ２ を 確 実 に 操 作 す る こ と が で き ， ま た ， チ ュ ー ブ ５ １ の 耐 久 性
が 向 上 す る 。 ま た ， 挿 入 部 ２ が 湾 曲 す る 際 ， コ イ ル バ ネ ５ ３ が 挿 入 部 ２ の 変 形 に 従 っ て 柔
軟 に 湾 曲 し ， チ ュ ー ブ ５ １ を 円 滑 に 変 形 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に ， コ イ ル バ ネ ５ ３ の
内 側 に ワ イ ヤ ４ ０ が 挿 通 さ れ る 空 間 が 確 保 さ れ る よ う に し な が ら 湾 曲 す る の で ， 挿 入 部 ２
が 湾 曲 す る と き も ， ワ イ ヤ ４ ０ を コ イ ル バ ネ ５ ３ の 内 側 で 円 滑 に 進 退 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ガ イ ド 孔 ５ ０ の 開 口 端 部 の 内 径 は ， コ イ ル バ ネ ５ ３ の 内 径 よ り 大 き く 形 成 さ れ て い る 。
ま た ， ガ イ ド 孔 ５ ０ は ， 開 口 端 部 か ら 内 部 に 向 か う に 従 い ， 径 が 大 き く な る よ う に 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ワ イ ヤ ４ ０ を ガ イ ド 孔 ５ ０ か ら 内 部 に 向 か っ て 押 し 出 す よ う に 前 進 さ せ る と ， レ バ ー ３
２ が 軸 ３ ６ を 中 心 と し て 先 端 側 に 向 か っ て 回 転 し ， ワ イ ヤ ４ ０ を 引 っ 張 っ て 後 退 さ せ る と
， レ バ ー ３ ２ が 軸 ３ ６ を 中 心 と し て 基 端 側 に 向 か っ て 回 転 す る 。 図 ５ に 示 し た 例 で は ， レ
バ ー ３ ２ は ， 軸 ３ ６ よ り 先 端 側 に 上 端 部 が 移 動 し た 状 態 の 位 置 Ｐ Ｌ １ （ 図 ５ に お い て 実 線
） と ， 軸 ３ ６ よ り 基 端 側 に 上 端 部 が 移 動 し た 状 態 の 位 置 Ｐ Ｌ ２ （ 図 ５ に お い て 一 点 鎖 線 ）
と の 間 で 回 転 さ せ ら れ る よ う に な っ て い る 。 ま た ， こ の よ う に ワ イ ヤ ４ ０ を 進 退 さ せ る こ
と に よ り ， レ バ ー ３ ２ の 回 転 に 伴 っ て ， 処 置 具 起 立 台 １ ５ の 先 端 部 ２ ａ に 対 す る 起 立 角 度
が 調 節 さ れ る 。 レ バ ー ３ ２ が 位 置 Ｐ Ｌ １ に 移 動 し た と き ， レ バ ー ３ ２ の 移 動 に 伴 っ て ， 処
置 具 起 立 台 １ ５ は 先 端 側 に 最 も 倒 れ た 状 態 に な る 位 置 Ｐ Ｂ １ （ 図 ５ に お い て 実 線 ） に 移 動
し ， レ バ ー ３ ２ が 位 置 Ｐ Ｌ ２ に 移 動 し た と き は ， 処 置 具 起 立 台 １ ５ は 最 も 起 立 し た 状 態 に
な る 位 置 Ｐ Ｂ ２ （ 図 ５ に お い て 一 点 鎖 線 ） に 移 動 す る よ う に な っ て い る 。 な お ， レ バ ー ３
２ を 位 置 Ｐ Ｌ １ と 位 置 Ｐ Ｌ ２ と の 間 の 位 置 Ｐ Ｌ ３ （ 図 ５ に お い て 二 点 鎖 線 ） に お い て 起 立
さ せ ， 先 端 部 ２ ａ の 長 手 方 向 に 対 し て 直 角 に し た 状 態 の と き ， 処 置 具 起 立 台 １ ５ は 位 置 Ｐ
Ｂ １ と 位 置 Ｐ Ｂ ２ と の 間 の 位 置 Ｐ Ｂ ３ （ 図 ５ に お い て 二 点 鎖 線 ） に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 と こ ろ で ， チ ュ ー ブ ５ １ や ガ イ ド 孔 ５ ０ に 対 す る レ バ ー ３ ２ の 上 端 部 の 高 さ は ， レ バ ー
３ ２ の 位 置 に よ っ て 上 下 に 変 化 す る 。 従 っ て ， ワ イ ヤ ４ ０ は ， チ ュ ー ブ ５ １ の 先 端 部 付 近
か ら レ バ ー ３ ２ の 上 端 部 ま で の 間 に お い て ， レ バ ー ３ ２ の 上 端 部 の 位 置 に 応 じ て ， ガ イ ド
孔 ５ ０ の 半 径 方 向 ， 即 ち ， 図 ５ に お い て 上 下 方 向 に 移 動 し ， 先 端 部 ２ ａ の 長 手 方 向 に 対 す
る 角 度 を 変 化 さ せ な が ら ， レ バ ー ３ ２ を 押 し た り 引 い た り す る 。 こ の よ う に ワ イ ヤ ４ ０ の
先 端 側 が 上 下 に 動 く と き も ， ワ イ ヤ ４ ０ は ， 先 端 部 本 体 ７ の 内 面 ， 例 え ば ， ガ イ ド 孔 ５ ０
の 内 面 や 駆 動 室 ３ ３ の 内 面 に は 接 触 し な い よ う に な っ て い る 。 即 ち ， 前 述 し た よ う に ， ガ
イ ド 孔 ５ ０ は ， 開 口 端 部 か ら 内 部 に 向 か う に 従 い 径 が 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ て お り ，
ワ イ ヤ ４ ０ が ガ イ ド 孔 ５ ０ 内 で 十 分 に 余 裕 を 持 っ て 上 下 移 動 で き る よ う に な っ て い る 。 ま
た ， ガ イ ド 孔 ５ ０ の 開 口 端 部 が コ イ ル バ ネ ５ ３ の 内 径 よ り 大 き く 形 成 さ れ て い る こ と に よ
り ， ワ イ ヤ ４ ０ が ガ イ ド 孔 ５ ０ の 開 口 端 部 の 周 縁 部 に 接 触 し な い よ う に な っ て い る 。 こ の
よ う に ， チ ュ ー ブ ５ １ の 先 端 部 と レ バ ー ３ ２ と の 間 で は ， ワ イ ヤ ４ ０ に 接 触 す る も の は 無
く ， 例 え ば ガ イ ド 孔 ５ ０ の 開 口 端 部 の 周 縁 部 や 他 端 部 の 周 縁 部 に ワ イ ヤ ４ ０ が 引 っ 掛 か る
と い っ た お そ れ が な い 。 従 っ て ， ワ イ ヤ ４ ０ を 円 滑 に 進 退 さ せ る こ と が で き る 。 ま た ， ワ
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イ ヤ ４ ０ を 進 退 さ せ る と き ， ワ イ ヤ ４ ０ は チ ュ ー ブ ５ １ の 内 部 で コ イ ル バ ネ ５ ３ に 接 触 す
る が ， コ イ ル バ ネ ５ ３ の 内 面 は 曲 面 状 に な っ て い る の で ， ワ イ ヤ ４ ０ の 動 き が 妨 げ ら れ る
こ と は な く ， ま た ， ワ イ ヤ ４ ０ を 損 傷 さ せ る お そ れ も な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 例 え ば ， 図 ５ に 示 し た 例 で は ， レ バ ー ３ ２ を 位 置 Ｐ Ｌ ２ に 移 動 さ せ ， 処 置 具 起 立 台 １ ５
の 起 立 角 度 を 最 大 に し た と き ， レ バ ー ３ ２ の 上 端 部 は チ ュ ー ブ ５ １ の 先 端 部 開 口 よ り 低 い
位 置 に 移 動 す る 。 こ の と き ， ワ イ ヤ ４ ０ は コ イ ル バ ネ ５ ３ の 先 端 部 の 下 端 に 接 触 し た 部 分
で 下 方 に 向 か っ て 曲 が り ， ワ イ ヤ ４ ０ の 角 度 が 最 も 下 向 き に 大 き く 傾 斜 し た 状 態 に な っ て
い る 。 即 ち ， ワ イ ヤ ４ ０ は ， コ イ ル バ ネ ５ ３ の 先 端 部 の 下 端 に 接 触 し た 部 分 を 支 点 と し て
， レ バ ー ３ ２ を 位 置 Ｐ Ｌ ２ に 支 持 し ， さ ら に ， レ バ ー ３ ２ を 介 し て 処 置 具 起 立 台 １ ５ を 位
置 Ｐ Ｂ ２ に 支 持 す る 状 態 に な っ て い る 。 一 方 ， レ バ ー ３ ２ を 位 置 Ｐ Ｌ １ と 位 置 Ｐ Ｌ ２ と の
間 の 位 置 Ｐ Ｌ ３ に お い て 起 立 さ せ ， 先 端 部 ２ ａ の 長 手 方 向 に 対 し て 直 角 に し た 状 態 の と き
， レ バ ー ３ ２ の 上 端 部 は 最 も 高 い 位 置 に 移 動 し ， ま た ， チ ュ ー ブ ５ １ の 先 端 部 開 口 よ り 高
い 位 置 に 移 動 す る 。 こ の と き ， ワ イ ヤ ４ ０ は コ イ ル バ ネ ５ ３ の 先 端 部 の 上 端 に 接 触 し た 部
分 で 上 方 に 向 か っ て 曲 が り ， ワ イ ヤ ４ ０ の 角 度 が 最 も 上 向 き に 大 き く 傾 斜 し た 状 態 に な っ
て い る 。 即 ち ， ワ イ ヤ ４ ０ は ， コ イ ル バ ネ ５ ３ の 先 端 部 の 上 端 に 接 蝕 し た 部 分 を 支 点 と し
て ， レ バ ー ３ ２ を 位 置 Ｐ Ｌ ３ に 支 持 し ， さ ら に ， レ バ ー ３ ２ を 介 し て 処 置 具 起 立 台 １ ５ を
位 置 Ｐ Ｂ ３ に 支 持 す る 状 態 に な っ て い る 。 そ し て ， こ の よ う に コ イ ル バ ネ ５ ３ の 上 端 又 は
下 端 に お い て 曲 げ ら れ る よ う に し な が ら ワ イ ヤ ４ ０ を 進 退 さ せ る と き も ， コ イ ル バ ネ ５ ３
の 内 面 が 曲 面 に な っ て い る の で ， ワ イ ヤ ４ ０ の 動 き が 妨 げ ら れ る こ と が な く ， ワ イ ヤ ４ ０
を 円 滑 に 進 退 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に ， 本 実 施 の 形 態 に か か る 内 視 鏡 １ に お い て ， 処 置 具 １ ２ の 突 出 方 向 を 変 え る 操 作 に
つ い て 説 明 す る 。 先 ず ， 処 置 具 １ ２ の 向 き を 先 端 部 ２ ａ の 先 端 側 に 倒 す と き は ， 図 ５ に 示
す よ う に ， ワ イ ヤ ４ ０ を チ ュ ー ブ ５ １ か ら 前 進 さ せ ， レ バ ー ３ ２ を 押 し て 回 転 さ せ ， レ バ
ー ３ ２ を 位 置 Ｐ Ｌ １ に 移 動 さ せ る 。 こ の レ バ ー ３ ２ の 回 転 に 伴 っ て 処 置 具 起 立 台 １ ５ が 回
転 し ， 位 置 Ｐ Ｂ １ に 移 動 す る と ， 処 置 具 １ ２ が 先 端 部 ２ ａ の 先 端 側 に 倒 れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た ， 処 置 具 １ ２ の 向 き を 先 端 部 ２ ａ に 対 し て 起 立 さ せ る と き は ， ワ イ ヤ ４ ０ を チ ュ ー
ブ ５ １ 側 に 向 か っ て 後 退 さ せ ， レ バ ー ３ ２ を 引 っ 張 っ て 回 転 さ せ ， レ バ ー ３ ２ を 位 置 Ｐ Ｌ
２ に 移 動 さ せ る 。 こ の レ バ ー ３ ２ の 回 転 に 伴 っ て 処 置 具 起 立 台 １ ５ が 回 転 し ， 位 置 Ｐ Ｂ ２
に 移 動 す る と ， 処 置 具 １ ２ が 処 置 具 起 立 台 １ ５ に 押 さ れ ， 先 端 部 ２ ａ に 対 し て 起 立 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 レ バ ー ３ ２ を 位 置 Ｐ Ｌ １ 付 近 で 移 動 さ せ る と き は ， ワ イ ヤ ４ ０ は コ イ ル バ ネ ５ ３ の 先 端
部 の 下 端 に 接 触 す る 。 ま た ， レ バ ー ３ ２ を 位 置 Ｐ Ｌ ２ 付 近 で 移 動 さ せ る と き は ， ワ イ ヤ ４
０ は コ イ ル バ ネ ５ ３ の 先 端 部 の 下 端 に 接 触 し て 曲 げ ら れ ， ワ イ ヤ ４ ０ の 角 度 が 下 向 き に 傾
斜 す る 。 さ ら に ， レ バ ー ３ ２ を 位 置 Ｐ Ｌ ３ 付 近 で 移 動 さ せ る と き は ， レ バ ー ３ ２ の 上 端 部
が チ ュ ー ブ ５ １ の 開 口 よ り 上 方 に 位 置 し ， ワ イ ヤ ４ ０ は コ イ ル バ ネ ５ ３ の 先 端 部 の 上 端 に
接 触 し て 曲 げ ら れ ， ワ イ ヤ ４ ０ の 角 度 が 上 向 き に 傾 斜 す る 。 こ の よ う に ， ワ イ ヤ ４ ０ が コ
イ ル バ ネ ５ ３ の 先 端 部 に 接 触 し ， ま た ， コ イ ル バ ネ ５ ３ の 先 端 部 に よ っ て 曲 げ ら れ た 状 態
で ワ イ ヤ ４ ０ を 進 退 さ せ て も ， コ イ ル バ ネ ５ ３ の 先 端 部 の 上 端 及 び 下 端 が 凸 状 の 曲 面 に な
っ て い る こ と に よ り ， ワ イ ヤ ４ ０ を 円 滑 に 進 退 さ せ る こ と が で き る 。 ま た ， ガ イ ド 孔 ５ ０
の 内 径 が コ イ ル バ ネ ５ ３ の 内 径 よ り 大 き く 形 成 さ れ て い る の で ， ワ イ ヤ ４ ０ が 上 下 に 傾 斜
し て も ， ガ イ ド 孔 ５ ０ の 内 面 に 接 触 す る こ と は な く ， ワ イ ヤ ４ ０ を 円 滑 に 進 退 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 か か る 内 視 鏡 １ に よ れ ば ， ガ イ ド 孔 ５ ０ の 内 径 が コ イ ル バ ネ ５ ３ の 内 径 よ り 大 き く 形 成
さ れ て い る の で ， ワ イ ヤ ４ ０ を ガ イ ド 孔 ５ ０ 内 で 進 退 さ せ る と き ， ワ イ ヤ ４ ０ が 上 下 に 動
い て も ， ワ イ ヤ ４ ０ が ガ イ ド 孔 ５ ０ の 内 面 に 接 触 せ ず ， ワ イ ヤ ４ ０ を 円 滑 に 進 退 さ せ る こ
と が で き る 。 ワ イ ヤ ４ ０ が コ イ ル バ ネ ５ ３ に 接 触 し て も ， コ イ ル バ ネ ５ ３ の 表 面 が 曲 面 に
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な っ て い る の で ， ワ イ ヤ ４ ０ の 動 き が 妨 げ ら れ る こ と は な く ， ワ イ ヤ ４ ０ を 円 滑 に 進 退 さ
せ る こ と が で き る 。 こ の よ う に ， ワ イ ヤ ４ ０ を 円 滑 に 進 退 さ せ る こ と が で き る た め ， 処 置
具 起 立 台 １ ５ の 起 立 角 度 を 円 滑 に 変 化 さ せ ， 処 置 具 １ ２ の 向 き を 円 滑 に 調 節 す る こ と が で
き ， 操 作 性 が 良 好 で あ る 。 ま た ， ガ イ ド 孔 ５ ０ の 周 縁 部 な ど ， 先 端 部 本 体 ７ の 内 面 に 丸 み
を 付 け る と い っ た 難 し い 加 工 を 行 う 必 要 が 無 く ， 低 コ ス ト で ワ イ ヤ ４ ０ の 操 作 性 を 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。 さ ら に ， ワ イ ヤ ４ ０ が ガ イ ド 孔 ５ ０ に 接 触 せ ず ， ま た ， コ イ ル バ ネ ５
３ の 内 面 が 曲 面 に な っ て い る こ と に よ り ， ワ イ ヤ ４ ０ が 損 傷 せ ず ， ワ イ ヤ ４ ０ の 寿 命 が 短
く な る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 ， 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 一 例 を 説 明 し た が ， 本 発 明 は か か る も の に 限 定 さ れ な い 。
例 え ば ， 本 実 施 の 形 態 で は ， ワ イ ヤ ４ ０ を レ バ ー ３ ２ を 介 し て 処 置 具 起 立 台 １ ５ に 接 続 し
た が ， ワ イ ヤ ４ ０ と 処 置 具 起 立 台 １ ５ を 連 結 す る 構 成 は ， か か る も の に 限 定 さ れ な い 。 例
え ば ， レ バ ー を 設 け ず ， ワ イ ヤ ４ ０ を 処 置 具 起 立 台 １ ５ に 接 続 し て ， ワ イ ヤ ４ ０ の 進 退 に
よ っ て 処 置 具 起 立 台 １ ５ を 直 接 回 転 さ せ る 構 成 に し て も 良 い 。 こ の 場 合 ， ガ イ ド 孔 ５ ０ は
， 処 置 具 起 立 台 １ ５ が 配 置 さ れ た 溝 部 ３ １ に 開 口 さ せ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 コ イ ル バ ネ ５ ３ の 形 状 は ， 略 円 形 状 の 断 面 を 有 す る も の に 限 定 さ れ ず ， ワ イ ヤ ４ ０ と 接
す る 側 の 表 面 が 曲 面 と な っ て い れ ば 良 く ， 例 え ば ， 略 楕 円 形 状 の 断 面 を 有 す る も の な ど で
あ っ て も よ い 。 ま た ， コ イ ル バ ネ ５ ３ は ， 少 な く と も チ ュ ー ブ ５ １ の 先 端 部 に 設 け ら れ て
い れ ば 良 く ， チ ュ ー ブ ５ １ 全 体 に 沿 っ て 設 け ら れ て い な く て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は ， レ バ ー ３ ２ を 位 置 Ｐ Ｌ ２ に 移 動 さ せ ， 処 置 具 起 立 台 １ ５ を 位 置 Ｐ Ｂ
１ に 移 動 さ せ た と き ， ワ イ ヤ ４ ０ が コ イ ル バ ネ ５ ３ の 先 端 部 に お け る 下 端 に お い て 曲 が り
， ワ イ ヤ ４ ０ の 角 度 が 最 も 下 向 き に 大 き く 傾 斜 し ， レ バ ー ３ ２ を 位 置 Ｐ Ｌ ３ に お い て 起 立
さ せ た と き ， ワ イ ヤ ４ ０ が コ イ ル バ ネ ５ ３ の 先 端 部 に お け る 上 端 に お い て 曲 が り ， ワ イ ヤ
４ ０ の 角 度 が 最 も 上 向 き に 大 き く 傾 斜 す る こ と と し た が ， レ バ ー ３ ２ ， 処 置 具 起 立 台 １ ５
， 及 び ワ イ ヤ ４ ０ の 位 置 関 係 は ， か か る も の に 限 定 さ れ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 実 施 の 形 態 に か か る 内 視 鏡 の 構 成 を 説 明 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 挿 入 部 の 先 端 部 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 先 端 部 本 体 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 レ バ ー の 上 端 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ に お け る Ａ － Ａ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ 　 　 　 内 視 鏡
　 ２ 　 　 　 挿 入 部
　 ２ ａ 　 　 先 端 部
　 ７ 　 　 　 先 端 部 本 体
　 １ ２ 　 　 処 置 具
　 １ ５ 　 　 処 置 具 起 立 台
　 ３ ２ 　 　 レ バ ー
　 ４ ０ 　 　 ワ イ ヤ
　 ５ ０ 　 　 ガ イ ド 孔
　 ５ １ 　 　 チ ュ ー ブ
　 ５ ３ 　 　 コ イ ル バ ネ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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